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　次号は6月25日号です。本紙総力で様々な企画
記事を用意します。まず2回目の開催となる「ROBOT 
TECHNOLOGY JAPAN2024」（7月４～6日、愛知県国
際展示場）を睨んで、その内容ほか自動化技術と市場動向
をウォッチする「ロボット関連特集」を組み、関連して「ロボッ
トSIer20社以上」の横顔を現場で探る初の大型企画を
展開。他方では、タフで安全、使いやすさも進化する「パワー
ツール特集」や、猛暑先取りの「暑さ対策企画」など。消
費財面では、カーボンニュートラルをキーワードにして「住宅
機器特集」を紙面掲載します。

次号は

（10日・25日の月２回発行）

効率的な暮らしに役立つ夏物アイテム

　

日
本
語
の
曖
昧
さ
は
過

去
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
以
前
、
本
に
次
の
よ

う
な
象
徴
的
一
文
が
書
か

れ
て
あ
り
面
白
く
も
あ
っ

た
。
そ
の
曖
昧
な
一
文
と

は
確
か
「
赤
毛
の
素
敵
な

女
の
子
供
」。
筆
者
い
わ

く
、
こ
の
文
で
は
素
敵
な

の
は
赤
毛
な
の
か
、
女
な

の
か
、
子
供
な
の
か
意
味

不
明
。
解
釈
の
仕

方
は
４
つ
も
５
つ

も
、
い
や
も
っ
と

あ
る
と
言
う
▼
句

点
を
打
て
ば
分
か

り
そ
う
だ
が
、
そ

れ
で
も
ま
だ
曖
昧

か
。
ま
た
つ
い
最

近
、
食
事
で
「
僕

は
お
魚
」
と
答
え

た
子
供
に
驚
く
外
国
人
の

古
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
週
刊
誌

で
読
ん
だ
。
お
肉
が
い
い
、

そ
れ
と
も
魚
？
と
聞
か
れ

「
僕
は
お
魚
」
と
答
え
る
の

は
ご
く
日
常
の
会
話
だ
が
、

英
訳
す
れ
ば
ア
イ
・
ア
ム
・

フ
ィ
ッ
シ
ュ
。日
本
人
は
変
、

と
な
っ
た
▼
主
語
や
述
語
が

あ
い
ま
い
、
言
い
た
い
こ
と

が
は
っ
き
り
し
な
い
、
論
理

で
な
く
感
覚
で
意
思
疎
通

す
る
、
行
間
で
伝
え
が
ち

な
ど
の
一
面
を
持
つ
日
本
語

は
、
曖
昧
ゆ
え
に
か
え
っ
て

人
間
関
係
の
豊
か
さ
を
生

み
だ
す
こ
と
が
あ
る
と
思

う
が
、
日
本
語
圏
外
で
は

通
用
し
に
く
い
▼
そ
れ
に
、

言
葉
の
曖
昧
さ
を
逆
手
に

と
り
、
あ
え
て
曖
昧
の
ま

ま
に
し
て
誤
魔
化
す
よ
う

な
意
図
も
時
に
み
ら

れ
る
。
修
正
を
重
ね

た
政
治
資
金
規
制
法

改
正
の
問
題
も
し
か

り
だ
ろ
う
▼
言
う
こ

と
は
正
し
い
よ
う
で

不
明
瞭
、
そ
の
曖
昧

さ
の
向
こ
う
に
、
ひ

そ
か
に
抜
け
道
を
作

ろ
う
と
す
る
あ
ざ
と

さ
が
見
え
て
し
ま
う
▼
い

や
、
日
本
だ
け
で
な
く
ガ

ザ
の
問
題
な
ど
も
一
貫
性
の

曖
昧
な
国
際
社
会
の
言
動

（
翻
訳
が
間
違
っ
て
い
る
わ

け
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
）
に
う

ん
ざ
り
さ
せ
ら
れ
る
▼
曖

昧
に
慣
ら
さ
れ
て
し
ま
う

と
、
負
け
癖
の
つ
い
た
人
の

よ
う
に
ず
っ
と
意
気
阻
喪

し
て
し
ま
わ
な
い
か
。

　施工できない、引き渡し
できない、スケジュール通
り進まない、施工ミスが重
なる……。巷間ではとかく
「物流2024年問題」が取
り沙汰されているが、建設
業界・鉄骨加工業界にも
2024年問題は大きくのし
かかっている。

　光熱費の高騰、物価高、実質賃金の低下など、生活者の暮
らしは厳しい状況が続いている。人々の財布の紐は堅くなる
一方だが、ここ数年の新型肺炎禍や半導体不足によるサプラ
イチェーンの混乱などによって積みあがった商品在庫は昨年
度までに消化された項目も多く、商品を手掛ける企業にとっ
てはここからが本番との向きもある。
　本特集では、夏の一大テーマとなった節電・省エネに寄与す
る最新・イチオシ製品を紹介するとともに、エネルギーだけでな
く暮らしをより効率的に、最適化しようとする最新の動きを探る。

6～

10～

7

11

建設現場と鉄骨加工の
最重要課題

今年も熱いぞ！

特集

Memo
株式会社匠
 　

2015年設立
福岡県大野城市御笠川６-6-１
搬送ロボットの設計・製造・販売 

　2015 年創業の福岡発の搬送ロ
ボットメーカー。国産にこだわった
AGV・AMR 開発を行い、2022 年
にFIGと資本業務提携を結んでから
はAGVに絞った商品展開を行ってい
る。スタートアップの多くがそうである
ように、匠も受注生産から量産体制
へ移行する過程で課題に直面してい
たが、FIGグループの装置メーカー・
REALIZEが製造を担うことで壁を突
破。国産ゆえのフォロー体制などを活
かし、自動車メーカーはじめ様 な々企
業で実績を増やしている。現在は可搬
重量500㌔、1000㌔のリフト型 AGV
「TiTra」が主力。

純
国
産
を
貫
く
搬
送
ロ
ボ
ベ
ン
チ
ャ
ー

匠

く
福
岡
発
の
ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
あ

る
匠
は
、
こ
の
点
で
他
社
と
の
違
い
を
打

ち
出
す
。
三
國
直
行
取
締
役
Ｉ
Ｒ
戦
略

室
室
長
は
「
少
な
く
と
も
シ
ス
テ
ム
な
ど

一
部
は
海
外
製
か
外
注
で
あ
る
ケ
ー
ス
が

多
い
な
か
、
匠
は
純
国
産
。
し
か
も
制

御
を
含
め
自
社
と
提
携
先
グ
ル
ー
プ
内

で
す
べ
て
が
完
結
し
て
い
ま
す
」
と
独
自

性
を
語
る
。

　

２
０
１
５
年
に
福
岡
で
創
業
。
搬
送

ロ
ボ
ッ
ト
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
か
ら
事
業
を
は

じ
め
、
蓄
え
た
知
見
で
自
社
製
Ａ
Ｇ
Ｖ
・

Ａ
Ｍ
Ｒ
の
開
発
に
シ
フ
ト
し
た
（
現
在

は
Ａ
Ｇ
Ｖ
に
注
力
）。
ち
な
み
に
先
述
の

「
提
携
先
グ
ル
ー
プ
内
」
と
い
う
言
葉
は
、

同
社
が
22
年
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
事
業
を
手
が
け

る
Ｆ
Ｉ
Ｇ
と
資
本
業
務
提
携
を
結
ん
だ

こ
と
を
意
味
す
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
多
く

　

Ａ
Ｇ
Ｖ
や
Ａ
Ｍ
Ｒ
に
参
入
す
る
企
業

が
増
え
「
さ
な
が
ら
戦
国
時
代
」
と
の

声
も
聞
か
れ
だ
し
た
。
だ
が
目
を
凝
ら

せ
ば
多
く
は
中
国
を
は
じ
め
海
外
勢
で
、

国
内
メ
ー
カ
ー
、
そ
れ
も
量
産
に
漕
ぎ
つ

け
た
企
業
に
限
れ
ば
意
外
な
ほ
ど
数
は

絞
ら
れ
る
。
創
業
以
来
、
純
国
産
を
貫

は
技
術
が
あ
っ
て
も
Ｐ
ｏ
Ｃ
（
開
発
前
検

証
）
や
量
産
体
制
の
整
備
で
壁
に
直
面

し
、
少
な
か
ら
ぬ
企
業
が
こ
う
し
た
い
わ

ゆ
る
〝
死
の
谷
〞
に
呑
ま
れ
る
。
匠
も
受

注
生
産
か
ら
量
産
へ
の
移
行
に
課
題
を
感

じ
て
い
た
が
、
多
く
の
企
業
を
傘
下
に
持

つ
Ｆ
Ｉ
Ｇ
と
の
提
携
で
道
が
拓
け
た
。
Ｆ

Ｉ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
の
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
が
匠

の
製
造
を
担
う
こ
と
で
量
産
を
叶
え
、
実

績
を
拡
大
し
て
い
る
の
だ
。

　
「
提
携
に
よ
る
相
乗
効
果
は
計
り
知
れ

な
い
」
と
三
國
氏
は
話
す
。
搬
送
ロ
ボ
の

肝
は
運
行
制
御
な
ど
ソ
フ
ト
面
だ
が
、
Ｆ

Ｉ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
で
物
流
シ
ス
テ
ム
を
手
が

け
る
プ
ラ
イ
ム
キ
ャ
ス
ト
と
の
協
業
で
制

御
も
内
製
化
。
サ
ー
ビ
ス
含
め
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
体
制
を
築
い
た
。
海
外
勢
の
多

い
市
場
で
、
こ
の
柔
軟
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な

体
制
が
安
心
感
を
醸
成
す
る
。「
自
動
車

メ
ー
カ
ー
は
じ
め
大
手
顧
客
が
多
い
」
と

い
う
が
、
な
る
ほ
ど
と
頷
け
る
。

は
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
経
験
が
な
い
場
合
も
多

く
、
海
外
メ
ー
カ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
提
案

を
ひ
ょ
い
と
渡
さ
れ
て
も
途
方
に
暮
れ
て

し
ま
う
。
そ
の
点
、
我
々
は
要
件
定
義
か

ら
一
緒
に
行
い
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
も
含
め

れ
っ
た
い
限
り
で
す
」と
三
國
氏
は
言
う
。

　
「
我
々
は
導
入
か
ら
サ
ー
ビ
ス
ま
で
Ｓ

Ｉ
ｅ
ｒ
任
せ
に
せ
ず
素
早
く
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
対
応
が
可
能
で
、
こ
れ
を
最
大
の
強

み
と
し
て
提
案
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
シ
ス
テ
ム
の
使
い
や
す
さ
、
ス
ペ
ッ
ク

も
他
社
の
一
歩
先
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

ち
な
み
に
Ａ
Ｇ
Ｖ
の
価
格
は
「
ハ
ー
ド

こ
そ
や
や
海
外
勢
よ
り
分
が
悪
い
も
の

の
、
シ
ス
テ
ム
を
含
め
れ
ば
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
」
と
の
こ
と
。
こ
れ
も
協
業
に
よ

る
量
産
効
果
が
大
き
い
そ
う
だ
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
最
も
苦
し
い
部
分
を
突

破
し
、
そ
の
先
の
成
長
を
目
指
す
。

■
競
争
は
プ
ラ
ス

　

現
在
展
開
す
る
の
は
５
０
０

㌔
可
搬
の
Ａ
Ｇ
Ｖ
「
Ｔ
ｉ
Ｔ
ｒ

ａ
Ｇ
５
０
０
」
と
１
㌧
可
搬
の

「
Ｔ
ｉ
Ｔ
ｒ
ａ
Ｇ
１
０
０
０
」。

顧
客
は
Ｆ
Ａ
８
割
、
物
流
２
割

だ
が
、
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
な
ど
の
変
化
を
背
景
に
「
物

流
や
倉
庫
分
野
の
引
き
合
い
が

増
え
て
き
て
い
る
」（
三
國
氏
）

と
す
る
。
現
在
コ
ン
ベ
ヤ
や
自

動
倉
庫
と
の
連
携
ノ
ウ
ハ
ウ
を

構
築
中
だ
。

　

Ａ
Ｇ
Ｖ
は
競
争
も
激
化
し
て

い
ま
す
ね
。
そ
う
水
を
向
け
る

と
三
國
氏
は
「
い
や
、
市
場
全
体
の
動
き

が
活
発
に
な
っ
た
と
逆
に
プ
ラ
ス
に
捉
え

て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。「
様
々
な
製
品

が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
中
小
企
業
に
も
自

動
化
の
波
が
来
て
い
ま
す
。
中
小
企
業

現
場
に
合
わ
せ
『
こ
の
や
り
方
は
ど
う

で
す
か
』
と
提
案
す
る
提
案
型
企
業
で

す
。
同
業
が
増
え
た
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、『
困
り
ご
と
を
共
に
解
決
す
る
国
産

メ
ー
カ
ー
』
は
非
常
に
少
な
い
。
中
小

に
も
自
動
化
の
門
戸
が
開
か
れ
た
以
上
、

よ
り
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り
ま
す
」

　

自
動
化
で
陥
り
が
ち
な
、
設
備
業
者

が
入
り
乱
れ
納
入
時
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
て
も
責
任
の
所
在
が
わ
か
ら
な
い
事

態
。「
こ
れ
は
お
客
様
か
ら
す
れ
ば
じ

リフト型 AGV「TiTra」。多い現場では約 30 台が稼働する

協業で見えた谷の先の成長

三
國
直
行
取
締
役
Ｉ
Ｒ
戦
略
室
室
長

工場環境を工場環境を工場環境を工場環境を工場環境を工場環境をキレイキレイキレイキレイにすることでにすることでにすることでにすることでにすることでにすることでにすることで工場環境をキレイにすることで
働く人の働く人の働く人の働く人の働く人の喜び喜び喜び喜びをつくるをつくるをつくるをつくるをつくるをつくるをつくる働く人の喜びをつくる

WEBサイト

「でじスケール」
安全・安心・安価が魅力

デジタル式クレーンスケール
AN型
（無線データ通信機能搭載モデルAW型も有ります）

（1～30ton用各種） B型 （1～5ton用各種）（1～5ton用各種）

営業所：札幌・仙台・北関東・東京・千葉・名古屋・北陸・大阪・岡山・広島・小倉・長崎

イーグル

https://www.eagleclamp.co.jp

■「骨太の方針」骨子案

Ⅰ．成長型の新たな経済ステージへの移行
　　デフレ完全脱却の実現に向けて
　　豊かさと幸せを実感できる持続可能な経済社会に向けて

Ⅱ．社会課題への対応を通じた持続的な経済成長の実現
　　賃上げの促進／三位一体の労働市場改革／価格転嫁対策／人手不足への対応／
　　中堅中小企業の稼ぐ力／輸出 海外展開／DX／ GXエネルギー安全保障／
　　フロンティアの開拓／科学技術の振興 イノベーションの促進／
　　資産運用立国スタートアップの支援 ネットワークの形成／海外活力の取り込み／
　　大阪関西万博の推進／デジタル田園都市国家構想／デジタル行財政改革／
　　地方活性化及び交流の拡大（交通物流 観光等）／経済安全保障　ほか

Ⅲ．中長期に持続可能な経済社会の実現
　　新たなステージにおける経済財政政策／中期的な経済財政の枠組み
　　全世代型社会保障の構築／少子化対策 こども政策／教育 研究活動の推進／
　　戦略的な社会資本整備／地方行財政基盤の強化／改革推進のためのEBPM強化

Ⅳ．当面の経済財政運営と25年度予算編成に向けた考え方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                ※内閣府資料より一部省略

会議のまとめを行う岸田総理
（6月4日、経済財政諮問会議。首相官邸 HPより）

骨太の方針
半
導
体・蓄
電
池・Ａ
Ｉ・バ
イ
オ
な
ど
先
端
産
業
強
化
へ

半
導
体・蓄
電
池・Ａ
Ｉ・バ
イ
オ
な
ど
先
端
産
業
強
化
へ

　

政
府
が
策
定
す
る
今
年
の

骨
太
の
方
針
（
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
）
の
原
案

が
6
月
4
日
に
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
経
済
課
題
や
予
算

編
成
に
関
し
政
府
と
し
て
の
方

向
性
を
示
す
も
の
で
、
閣
議
決

定
は
６
月
20
日
頃
と
見
ら
れ

る
。
デ
フ
レ
脱
却
、
賃
上
げ
定

着
、
革
新
技
術
の
社
会
実
装
、

少
子
化
対
策
な
ど
が
方
針
の
柱

に
上
が
る
。
モ
ノ
づ
く
り
に
関

係
す
る
内
容
を
中
心
に
概
観
す

る
と
―
。

財
政
健
全
化
と
も
連
動
し
成
長
型
経
済
ス
テ
ー
ジ
目
指
す

　
「
骨
太
」
の
原
案
を
意
識

し
た
6
月
4
日
開
催
の
経

済
財
政
諮
問
会
議
で
は
、
冒

頭
か
ら
経
済
財
政
の
枠
組
み

に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
っ
た
。

２
０
３
０
年
ま
で
を
対
象
と

す
る
経
済
・
財
政
新
生
計
画

を
打
ち
立
て
る
と
し
、
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化

の
25
年
度
達
成
を
視
野
に
入

れ
つ
つ
、
そ
の
先
の
財
政
に

つ
い
て
も
言
及
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
今
後
の

財
政
は
潜
在
成
長
率
の
引

上
げ
に
軸
足
を
置
い
た
資
源

配
分
へ
と
そ
の
質
を
変
え
、

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
目

指
す
方
針
が
強
調
さ
れ
た

よ
う
だ
。◇

―
―
◇

　

こ
の
方
針
を
背
景
に
、
骨

太
に
は
「
豊
か
さ
の
実
感
」

に
向
け
、
物
価
上
昇
を
上
回

る
賃
上
げ
の
定
着
、
価
格
転

嫁
対
策
、
人
手
不
足
対
策
、

社
会
課
題
解
決
―
を
エ
ン
ジ

ン
と
す
る
経
済
成
長
に
向
け

た
取
組
み
方
針
が
示
さ
れ

る
。

　

産
業
面
で
は
、
国
際
競
争

に
勝
て
る
産
業
政
策
に
重
き

を
置
く
。
先
の
経
済
財
政
諮

問
会
議
で
は
具
体
的
に
「
半

導
体
や
蓄
電
池
、
Ａ
Ｉ
、
バ

イ
オ
」
を
支
援
す
べ
き
と
の

発
言
が
経
済
産
業
大
臣
か

ら
あ
っ
た
。◇―

―
◇

　

半
導
体
で
は
、
回
路
線

幅
ひ
と
桁
ナ
ノ
の
次
世
代

半
導
体
の
量
産
を
後
押
し

す
べ
く
、
法
整
備
を
行
っ
て

開
発
投
資
を
行
い
や
す
く

す
る
。
ク
ル
マ
の
自
動
運
転

に
絡
ん
で
は
25
年
度
に
一
般

道
１
０
０
カ
所
で
の
大
規
模

な
運
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
予
定
。
ま
た
バ
イ
オ
に

つ
い
て
は
バ
イ
オ
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｂ
Ｘ
）

の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
る
と

の
観
測
が
あ
る
。

　

他
方
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
は

「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
の
価
格
転
嫁
」
を
実
現
さ

せ
る
考
え
。
ま
た
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
の
方
針
も
示
さ

れ
る
。

　

以
上
に
加
え
、
経
済
安

全
保
障
政
策
も
極
め
て
重

視
さ
れ
そ
う
だ
。
国
際
優

位
性
や
技
術
流
出
防
止
の

観
点
か
ら
、
輸
出
管
理
の
強

化
、
海
外
か
ら
の
国
内
直
接

投
資
に
お
け
る
審
査
制
度
の

見
直
し
、（
技
術
の
）
オ
ー

プ
ン
化
リ
ス
ク
の
検
討
な
ど

の
ほ
か
、
国
際
経
済
秩
序
を

前
提
と
し
た
海
外
と
の
相
互

依
存
関
係
の
適
切
な
管
理

や
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

強
靭
化
な
ど
が
骨
太
方
針

に
盛
り
込
ま
れ
る
見
通
し
に

あ
る
。

▼

▼従来の工事
▼従来の工事

暑さ対策／遮熱塗料のミラクール雨漏れ対策／
防水工事のシームレス工法 地上高1.5mで7～10℃の温度低減が可能

※塗膜10年保証制度あり　※汚れ防止機能（特許取得）はonly one商品です
※最長20年保証付


